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新
年
度
に
臨
む
私
の
所
信
及
び
町

政
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

昨
年
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
、

経
済
金
融
危
機
が
世
界
規
模
で
の
不

況
へ
と
発
展
す
る
中
、
急
激
な
円
高

の
進
行
や
株
価
の
大
幅
下
落
が
我
が

国
の
経
済
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
21
年
度
政
府

予
算
案
を
見
ま
す
と
、
世
界
的
な
経

済
金
融
危
機
に
あ
っ
て
、
国
民
生
活

と
日
本
経
済
を
守
る
た
め
の
政
策
を

実
行
す
る
こ
と
と
し
、
景
気
回
復
を

最
優
先
と
す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り

ま
す
。
予
算
規
模
を
示
す
一
般
会
計

総
額
は
、
前
年
度
当
初
と
比
較
し
て

6.6
％
増
と
な
り
過
去
最
大
と
な
っ
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
政
策
的
経
費
で

あ
り
ま
す
一
般
歳
出
は
、
基
礎
年
金

の
国
庫
負
担
割
合
引
上
げ
や
経
済
緊

急
対
応
予
備
費
等
を
盛
り
込
ん
だ
こ

と
か
ら
51
兆
７
，
３
１
０
億
円
と
な

り
、
伸
び
率
は
平
成
元
年
度
以
降
最

大
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
景
気
悪
化
に
よ
る
企
業
業
績
の

低
迷
な
ど
か
ら
税
収
は
前
年
度
に
比

べ
７
兆
４
，
５
１
０
億
円
の
落
込
み

が
見
込
ま
れ
、
歳
入
に
占
め
る
国
債

依
存
度
は
前
年
度
を
上
回
る
こ
と
と

な
り
、
平
成
21
年
度
末
現
在
の
国
債

発
行
残
高
は
約
５
８
１
兆
円
に
達
す

る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
町
税
や
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
が
減
少
を

続
け
て
い
る
状
況
下
で
、
行
財
政
改

革
の
着
実
な
実
行
に
よ
る
歳
出
削
減

や
財
源
確
保
を
行
い
、
基
金
の
取
崩

し
を
最
小
限
に
抑
え
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
本
格
化
し
た
地
方
債
の
償
還

や
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
、
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
な
ど
、

財
政
構
造
の
硬
直
化
が
一
層
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
厳
し
い
状
況

が
続
く
こ
と
を
前
提
と
し
た
行
財
政

運
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
予
算
編
成
は
、
経
済

情
勢
、地
方
財
政
計
画
等
を
踏
ま
え
、

住
民
が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
第
一
に
考
え
、
財
政
の

健
全
化
と
町
の
活
性
化
に
資
す
る
施

策
を
進
め
て
い
く
一
方
、
一
層
の
徹

底
し
た
見
直
し
に
よ
る
歳
出
の
削
減

に
努
め
る
と
と
も
に
、
歳
入
面
で
は

あ
ら
ゆ
る
財
源
確
保
策
を
講
じ
、
安

定
的
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の

確
立
に
向
け
て
「
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
」
が
予
算
編
成
の
基
本
で
あ
る

こ
と
を
全
職
員
が
認
識
し
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
と
効
率
化
に
努
め

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
を
も
と
に

編
成
い
た
し
ま
し
た
新
年
度
予
算

は
、
一
般
会
計
が
35
億
円
と
昨
年
の

予
算
34
億
４
千
万
円
に
比
べ
、
６
千

万
円
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
、

４
月
よ
り
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業

特
別
会
計
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
６
つ
の
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
て

24
億
１
，
８
２
８
万
２
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
あ
わ
せ

た
予
算
の
総
額
は
、
59
億
１
，
８
２

８
万
２
千
円
と
、
昨
年
の
予
算
57
億

９
４
２
万
２
千
円
に
比
べ
、
２
億
８

８
６
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
損
益
勘
定
で
は
、
収
入
が

５
億
２
，
７
４
７
万
７
千
円
、
支
出

が
５
億
２
，
５
３
０
万
８
千
円
、
資

本
勘
定
で
は
、
収
入
が
７
千
６
６
５

万
円
、
支
出
が
３
億
４
７
１
万
３
千

円
と
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
編
成
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
当
初
予
算
で
あ
り
ま
す

が
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
有
効

に
活
用
し
、
時
代
背
景
に
即
し
た
財

政
需
要
に
的
確
に
応
え
て
い
く
べ

く
、
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
第
４

次
総
合
振
興
計
画
の
将
来
都
市
像

「
人
が
き
ら
め
く
ま
ち
五
霞
」
の
実

現
に
向
け
、
次
の
６
つ
の
事
項
を
基

本
と
い
た
し
ま
し
た
。

①
緑
豊
か
な
美
し
い
基
盤
づ
く
り

・
圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
の
推
進

・
公
共
下
水
道
の
整
備

・
環
境
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修

・�

大
福
田
水
処
理
セ
ン
タ
ー
の
施
設

改
修

・�

道
路
改
良
及
び
維
持
補
修
工
事
の

計
画
的
な
整
備

・
堤
防
強
化
対
策
事
業
の
促
進

②
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り

・
広
域
行
政
の
推
進

・
防
災
体
制
の
充
実

・
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

・
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
取
り
組
み

③�

す
こ
や
か
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
暮
ら

し
づ
く
り

・
子
育
て
支
援
の
推
進

・
３
人
っ
こ
家
庭
応
援
事
業

・
延
長
保
育
事
業

・
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

・�

妊
産
婦
健
診
の
公
費
負
担
受
診
回

数
の
拡
充

・�

特
定
検
診
、
特
定
保
健
指
導
の
充

実
④
個
性
の
輝
く
心
豊
か
な
人
づ
く
り

・
学
校
教
育
で
の
学
力
向
上
対
策

・�

教
育
委
員
会
へ
県
派
遣
指
導
主
事

の
設
置

・
町
史
編
さ
ん
事
業

⑤
活
力
の
あ
る
地
域
産
業
の
振
興

・
地
盤
沈
下
対
策
事
業

・
病
害
虫
防
除
対
策
事
業

・
生
産
調
整
推
進
事
業

・
エ
コ
農
業
茨
城
推
進
事
業

・�

「
道
の
駅
ご
か
」
を
活
用
し
た
農

業
の
振
興
と
活
性
化

・
雇
用
促
進
対
策

⑥�

ふ
れ
あ
い
と
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り

・
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定

・
定
住
化
促
進
事
業

・
少
子
化
対
策

・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

以
上
、
こ
れ
ら
諸
施
策
の
執
行
に

あ
た
り
ま
し
て
は
職
員
と
も
ど
も
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー

ド
「
絆
」
を
大
切
に
「
人
が
き
ら
め

く
ま
ち
五
霞
」
の
実
現
に
向
け
、
町

民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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